
事務事業評価表
１．基本情報

05030402 事務事業名 日当山春光園老人ホーム運営事業
担当部 保健福祉部

担当課 日当山春光園

05 政策名 05 たすけあい支えあうまちづくり グループ 管理グループ

### 施策名 03 地域における福祉の推進 電話番号 42-0001

### 基本事業名 04 高齢者の自立支援サービス 内線番号 なし

会計 一般会計 ☐ 単年度のみ

款 03 民生費 ■ Ｓ 49 年度～）

項 01 社会福祉費 ☐ 期間限定複数年度（ ～ ）

目 05 養護老人ホーム費 根拠法令・条例等 霧島市養護老人ホームの設置及び管理に関する条例、同施行規則

事務の区分 自治事務（法令で義務付けられていない事務） 関連計画 霧島市すこやか支えあいプラン２０１２（第６期高齢者福祉計画・第５期介護保険事業計画）

事務種別 一般事務 裁量区分 裁量性 中 評価区分 標準評価 評価対象 １次評価

単位
（実績） （実績） （実績） （見込） （見込）

入所者数 人 31 29 32 40 40

 （２） 事務事業の目的

 ② 対象 ③ 対象指標
単位

　（誰、何を対象にしているのか） 　（左記②対象の大きさを表す指標） （実績） （実績） （実績） （見込） （見込）

入所者 入所者数 人 31 29 32 40 40

 ④ 意図 ⑤ 成果指標
単位

　（②対象をどうしたいのか） 　（左記④意図の達成度を表す指標） （実績） （実績） （実績） （目標） （目標）

安心して日常生活を送れる。 施設の管理運営に関する苦情件数 件 0 0 0 0 0

 （３） 上位の基本事業

 ⑥ 基本事業の意図 ⑦ 基本事業の成果指標
単位

　（さらにどのような成果に結びつくのか） 　（左記⑥意図の達成度を表す指標） （実績） （実績） （実績） （目標） （目標）

介護・福祉サービスが受けられる 人 5,287 5,654 5,898 5,500 5,600

３．事務事業の環境変化・市民意見等
４．事業費の推移 単位

（法改正や事業を取り巻く環境変化、市民や議会などからの意見等）

国庫支出金 千円 0 0 0 0

県支出金 千円 0 0 0 0

地方債 千円 0 0 0 0

その他 千円 25,619 24,040 40,493 40,493

一般財源 千円 31,959 36,087 33,904 33,904

千円 0 57,578 60,127 74,397 74,397

正規職員 人

臨時職員 人

千円 0 0 0 0 0

千円 0 57,578 60,127 74,397 74,397

＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ ＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

平成 25年度

事務事業
コード

予
算
科
目

事業
期間

単年度繰返 （開始年度

２．事務事業の概要・目的・指標　　＜Do＞

 （１） 事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細を記述）

養護老人ホームは、老人福祉法に規定する老人福祉施設で、社会福祉法に規定する第一種社会福祉事業であり、国・地方公共団体または社会
福祉法人が経営することを原則している。また、入所されている方は、環境上の理由や経済的理由により居宅での生活が困難な高齢者を、「措置」
という行政責任で保護しており、養護するだけでなく、自立生活・社会参加の必要な支援を行うことも求められている。
日当山春光園では、入所者に対して、心身の健康の保持及び生活の安定のため、介助、看護、食事、処遇計画などのサービスの提供を行いなが
ら、各種の行事やクラブ活動、レクリエーション活動を通じ、住みよい環境で毎日が家庭的な雰囲気の中、生きがいを感じながら生活ができるよう支
援を行っている。

 ① 活動指標 （事務事業の活動量）
23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

ア

イ

ウ

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

ア

イ

ウ

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

ア

イ

ウ

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

ア
介護サービスや介護を支援するサービス、福
祉サービスの利用者数

イ

ウ

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

（決算) （決算) （決算) （計画) （計画)
昭和４９年８月１日経営主体を鹿児島県社会福祉事業団より隼人町に移管さ
れ、隼人町立となる。平成１７年１１月、合併により霧島市立となり、現在に至
る。平成１８年４月１日の老人福祉法の見直しにより、養護老人ホーム入所者
の介護保険サービスの利用が可能になったことから、通所リハビリテーション
などの居宅サービスを受ける入所者が増えてきている。なお、入所者の身体
機能の衰えや認知症の発症などにより、特別養護老人ホームやグループホ
ームへ入所を検討しなければならない方も出てきている。
ご家族からは安心して預けられると喜ばれているが、入所率が低下しているこ
とに対しは、議会から質問が出てきており、平成２４年３月には「霧島市保健
福祉施設民営化実施計画」のなかで、国分舞鶴園、横川長安寮、日当山春
光園の民営化の提言がなされている。
平成２7年４月から移行予定　国分舞鶴園
平成２９年４月までに移行　横川長安寮、日当山春光園

投
入
量

事
業
費

財
源
内
訳

事業費（A）

人
件
費 概算人件費(B)

トータルコスト(A)＋(B)

５．平成25年度の実績及び成果

（１）平成25年度の実績（取組） （２）平成25年度の成果

洗濯、入浴、看護、食事の提供、栄養管理、クラブ活動、レクリエーション
、生活指導、健康管理、投薬管理、処遇計画、預金管理、各種の納付な
どの介助を行い、また、園外活動としては、一日旅行や梨ちぎりを実施し
た。なお、介護保険の認定を受けている方で、本人の希望があれば週１
～３回の介護保険サービスの利用もしている。

　入所者が健康で安心して毎日生活できるように、入浴の介助や生活指
導・健康管理などを行うなど、職員一人ひとりが入所者をサポートし、充実
した園生活を送ることができた。また、処遇会議を定期的に実施し入所者
個々の問題点を把握し、その人に合った処遇をおこなった。
　各種行事やクラブ活動、園外活動を通して入所者の生活意欲を助長さ
せることにより健康増進が図られ、誕生会や夏の納涼大会・新年会などの
時には、旬の食材を使用し季節感のある食事を提供し大変喜ばれた。
・介護保険サービス利用者　8名（介護保険認定者１２名）



05030402 日当山春光園老人ホーム運営事業
保健福祉部

日当山春光園

理　由

① この事務事業の目的は、基本事業の意図に結びついていますか？

■ 結びついている

☐ 間接的に結びついている

☐ 結びついていない

②

☐ 妥当である

■ 見直す必要がある　

③  成果が向上する余地（可能性）はありませんか？

☐ 向上する余地はかなりある

☐ 向上する余地はある程度ある

■ 向上する余地はほとんどない

④ 廃止・休止の影響はありませんか？

☐ 影響がある

■ 影響がほとんどない

⑤

☐ 類似の事業はない

☐ 類似の事業はあるが、統合又は連携できない

■ 類似の事業があり、統合又は連携できる

⑥

■ 削減できない

☐ 削減できる

⑦
民営化や指定管理の方法によれば削減の余地がある。

☐ 削減できない

■ 削減できる

⑧

■ 公平・公正である

☐ 見直す必要がある　

７．１次評価結果　＜ＰＬＡＮ＞（組織決定） ≫

継続 やり方改善 コスト拡充 コスト縮小 連携 統合 休止 廃止

○ ○ ○ ○

８．２次評価結果　（担当部長評価）

継続 やり方改善 コスト拡充 コスト縮小 連携 統合 休止 廃止

（２）総　評

事務事業
コード

事　務
事業名

担 当 部

担 当 課

６．振り返り　＜SEE＞

Ａ
目
的
妥
当
性

地域社会で支えることができない社会的な援護を必要とする高齢者
を受け入れて養護することは、基本事業の意図に結びついている。

 ・この事業をなぜ市が行わなければならないのですか？
 ・税金を投入して達成する目的ですか？

老人福祉法による措置で、入所可能な施設は必要であるが、平成１
７年度の国の三位一体改革で、入所費用が市町村の一般財源によ
り負担する形となったことや設置・運営については、市だけでなく社
会福祉法人も可能なことから、必ずしも市で行う必要はない。

B

有
効
性

年２回の座談会を行うなど入所者の要望を、できるだけ叶えるように
支援を行っていく。

養護老人ホームの設置・運営については、市だけでなく社会福祉
法人も行えることから影響はない。

類似の目的（対象・意図）又は形態（イベントや啓発等）を持つ他の事務
事業はありませんか？（市以外の主体が実施するものを含む。）

類似事業がある場
合の事務事業名等

国分舞鶴園運営事業、横川長安寮運営事
業

市立養護老人ホームのあり方に関する提言で、国分舞鶴園・横川
長安寮・日当山春光園の民営化の提言がなされている。

C

効
率
性

・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？
・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？

入所者が、日常生活を営むために必要な食費・日用品費及び施設
を維持するために必要な費用であり、削減することは難しい。

・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、人件費（延べ業務時間）を削減で
きませんか？
・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？

D

公
平
性

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？また、受益
者負担の公平性が確保されていますか？

入所者の収入によって、入所者の負担金は階層により額が決まって
おり公平である。また、受益の機会についても入所判定委員会を得
て入所されており公平性は保たれている。

【参考】前年度の改革改善の方向性≪

（１）事務事業の改革
改善の方向性

（２）平成26年度の改
革改善の内容

入所者の希望を聞き、（入所者が）園での生活がより楽しく快適になるように、職員一同努力するとともに、一人ひとりにあっ
た介助ができるよう処遇の計画を立てる。

（３）平成27年度の方
向性・取組目標

座談会や各種行事などを通じて、入所者との対話する機会を増やす。
また、介護保険の認定者については、本人の希望を聞きながらサービスの提供を受けられないか、関係機関と連絡・調整を
積極的に行う。
・座談会の開催（年2回）
・一日旅行等の園外活動など

（１）事務事業の改革
改善方向性



05030402 日当山春光園老人ホーム運営事業
担当部 保健福祉部

担当課 日当山春光園

９．コストの推移

（単位：千円）

1 719 719 719

2

3

4

7 17,686 20,111 20,111

8 10 10 10

9 8 13 13

10

11 9,734 12,149 12,149

1,520 1,656 1,656

1,620 1,634 1,634

118 260 260

38 30 30

5,368 5,509 5,509

1,070 3,060 3,060

12 423 578 578

144 161 161

253 364 364

26 53 53

13 29,306 36,933 36,933

14 使用料及び賃借料 339 645 645

15 0 0

16 20 20 20

17 公有財産購入費

18 120 80 80

19 負担金補助及び交付金 148 160 160

20 1,614 2,974 2,974

21

22 補償補填及び賠償金

23 償還金利子及び割引料

24 投資及び出資金

25

26

27 0 5 5

28

60,127 74,397 74,397

0 0

0 0

0 0

24,040 40,493 40,493

36,087 33,904 33,904

計 60,127 74,397 74,397

補助率
国

県

特定財源内訳

当初予算 65,428 区分 名称 金額

補正予算 -3,703 その他 社会福祉費負担金 24,003

補正回数　１　回 -3,703 その他 行政財産使用料 2

補正回数　２　回 その他 雑入 35

補正回数　３　回

補正回数　４　回

補正回数　５　回

補正回数　６　回

補正回数　７　回

補正回数　８　回

流用・充用 1,526

予算合計 63,251 合　計 24,040

事務事業
コード

事　務
事業名

平成25年度　（決算） 平成26年度　（当初予算） 平成27年度　（計画）

報 酬

給 料

職 員 手 当 等

共 済 費

賃 金

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

消 耗 品 費

燃 料 費

食 料 費

印刷製本 費

光 熱 水 費

修 繕 料

役 務 費

通信運搬費

広 告 料

手 数 料

保 険 料

委 託 料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

備 品 購 入 費

扶 助 費

貸 付 金

積 立 金

寄 附 金

公 課 費

繰 出 金

計

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

補 助 基 本 額

平成25年度補正・流用状況
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